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「
子
ど
も
に
と
っ
て
病
院
は
、
治
療
の
場

で
あ
る
と
同
時
に
教
育
を
受
け
ら
れ
る
場

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」。
山
本
道
雄
さ
ん

が
そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

5
年
生
で
臨
ん
だ
病
院
実
習
で
す
。
長
期

入
院
を
余
儀
無
く
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
、
一
日
中
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
て
胸
が
痛
み
ま
し
た
。「
長

く
休
む
と
勉
強
が
遅
れ
、
友
達
と
話
も
合

わ
な
い
。
復
学
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
不

登
校
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
」。

子
ど
も
の
頃
、
入
院
し
た
経
験
の
あ
る
山

本
さ
ん
は
「
な
ん
と
か
し
な
く
て
は
」
と
い

う
使
命
感
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

支
援
者
を
募
り
、
2
0
1
6
年
9
月
、

医
学
部
生
、
教
育
学
部
生
ら
か
ら
成
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
I
C
F
（Im

prove
C
hildren’s

Future

）」
を
設
立
。
病

院
、
学
校
、
教
育
委
員
会
と
の
間
で
煩
雑

な
手
続
き
を
進
め
る
と
同
時
に
機
材
を
調

達
し
、
同
年
11
月
、
鹿
児
島
市
立
病
院
に

お
い
て
小
学
1
年
生
へ
の
遠
隔
授
業
を
実

現
。
授
業
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
児
童
は
活

発
に
な
り
、
退
院
後
、
抵
抗
な
く
学
校
生

活
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

遠
隔
授
業
を
重
ね
る一方
、
院
内
で
の
自

然
体
験
を
企
画
し
、
海
や
山
で
の
野
外
体

験
を
収
め
た
動
画
を
制
作
。
2
0
1
7
年

秋
、
大
学
病
院
に
入
院
中
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
上
映
会
を
実
現
し
ま
し
た
。「
河
野
（
嘉

文
）
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
小
児
科
の
先

生
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
こ
と
で
す
」。

全
国
す
べ
て
の
病
院
で
、
子
ど
も
が
充
実

し
た
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る

の
は
社
会
の
責
任
。
子
ど
も
の
幸
せ
を
願

う
山
本
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
続
き
ま
す
。

山や
ま
も
と本
道み

ち

お雄
さ
ん

︵
医
学
部
医
学
科
6
年
生
、
ボ
ラ
ン
ティ
ア
団
体
I
C
F
代
表
︶

病気の子どもたちに健康な子どもと同じ体験を届けたい
～ITを活用して健やかな成長をサポートする医学生の志～

「困難の中にチャンスはある」
アインシュタインの言葉に“In the middle of difficulty lies opportunity”という言葉があります。
煩雑で誰もやりたがらないところにこそ、大きな可能性があると思っています。
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︻
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
︼

松
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林
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　＊
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佐
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田
中
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人
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葉
山
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二
石
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　＊

里
中
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　＊
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　満
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　＊

堀
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郎
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石
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︻
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
︼
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十
六
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児
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同
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窓
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円
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同
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会

︻
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連
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大
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株
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サ
ー
ビ
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鹿
児
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大
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寿
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︻
十
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円
︼

株
式
会
社
東
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設
計

株
式
会
社
ニ
シ
ム
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鹿
児
島
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

イ
ン
フ
ラ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

株
式
会
社
エ
フ
ワ
ン

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
鹿
児
島
株
式
会
社

︻
団
体
等
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
︼

日
本
瓦
斯
株
式
会
社

農
学
部
旧
助
教
授
講
師
会

株
式
会
社
南
給

株
式
会
社
コ
ー
ア
ガ
ス
日
本

カ
ク
イ
株
式
会
社

鎌
田
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
し
ん
ぷ
く

株
式
会
社
九
州
タ
ブ
チ

太
陽
運
輸
倉
庫
株
式
会
社

株
式
会
社
カ
ク
イ
ッ
ク
ス

中
川
運
輸
倉
庫
株
式
会
社

株
式
会
社
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
エ
ル
ム

済
生
整
体
院

　＊

︻
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
︼

九
団
体

鹿児島大学は、地域活性化の中核的拠点として、学生のグローバル教育の推進や地域に貢献する人材の育成など
教育研究支援の強化に取り組むため、鹿大「進取の精神」支援基金を創設し、寄附のご協力をお願いしております。
つきましては、本基金の趣旨にご賛同いただき、皆様のご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
なお、本学への寄附につきましては、所得税法、法人税法上の優遇措置の対象となります。

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願い

鹿児島大学学長戦略室　TEL：099-285-3101, 3102　FAX：099-285-7034
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ： https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/

お問い合わせ先

◆
個
人

◆
団
体
等

鹿大「進取の精神」支援基金への寄附者様ご芳名一覧
鹿大｢進取の精神｣支援基金へのご協力を賜りました皆様に心よりお礼申し上げます。お受け

いたしました寄附金は、基金の目的に沿って有意義に活用させていただきます。
ご寄附いただきました皆様方への感謝の意を込めまして、ご芳名等を掲載させていただきます。
なお、ご意向により、ご芳名等の掲載をご希望されない寄附者様につきましては、本誌に掲載い
たしておりません。
今後とも、鹿児島大学へのご支援、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

平成30年3月
国立大学法人鹿児島大学

学長　前田 芳實

【平成29年2月から平成30年1月31日までの寄附者様】 （順不同・敬称略） ＊印は修学支援事業基金へご寄附の方です。

2017.4 ~ 2018.2
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